
 

第２次（期）泉大津市教育振興基本計画策定支援業務委託に係る質疑回答書 

 

１．質疑項目 仕様書 ２頁 

質疑内容 調査の種類は①就学前施設の１種と②小中学校の a,b,cの３種の合計４種 

     類でよろしいでしょうか。 

 

回答   アンケート調査については、お示しの４種類と仕様書 ４業務内容（２）ウ 

に該当するものとします。 

 

 

２．質疑項目 仕様書 ２頁 

  質疑内容 タブレットや委託者のシステムを使って調査するため調査実施にかかる受 

託者の費用負担はない認識でよろしいでしょうか。（②小中学校の aタブレ 

ット等を活用したアンケートと b 校務支援システムを活用したアンケート） 

また上記の調査は、回答データをいただく予定のため、受託者の作業とし       

て回収はなく設問設計と分析のみという理解でよろしいでしょうか。 

 

回答   よろしいです。 

 

      

３．質疑項目 仕様書２頁 

  質疑内容 就学前施設への調査と②小中学校 c学校運営協議会への調査はどのような 

調査方法で実施する予定でしょうか。（調査対象が何名程度で設問数が何問 

程度の調査か。調査方法は郵送配布回収やインターネットを使用する等。） 

また、調査に係る費用負担は全て受託者が負担する理解でよろしいでしょ 

     うか。 

 

回答   就学前施設や学校運営協議会は、校務支援システム・タブレットは使用で 

きないため、紙またはＱＲコードを利用したWEBアンケート等（例Google 

フォーム等）での調査を想定しておりますが、より回収率を上げるための 

手法等もあわせてご提案をお願いします。 

紙による調査の場合、逓送便やメールでデータを送付するなど、質問用紙 

の授受にかかる費用は発生しません。 

調査対象の人数については、学校運営協議会の委員ひとり一人の調査とす 

るか、協議会に対しての調査とするかによって変動があります。また、設 

問数は計画策定過程において必要に応じたものになります。 

調査に係る費用負担は全て受託者が負担する理解でよろしいです。 

 

 

 

 



 

４．質疑項目 仕様書 ２頁 別紙 

質疑内容 会議の運営支援について出席が必要なのは、外部委員が出席する２回のみ 

という理解でよろしいでしょうか。 

また、庁内会議は見積として何回程度を想定すればよろしいでしょうか。 

 

回答   その理解でよろしいです。 

   庁内会議については、月１回程度を予定しております。ただし、本市が必 

要と認める場合は、適宜行うものとします。 

 

 

５．質疑項目 仕様書 ２頁 

質疑内容 外部委員に対する謝礼金は経費計上とありますが、見積書の項目に必ずい 

れなければならない理解でよろしいでしょうか。また、１回の会議あたり 

     何名程度の外部委員の出席を想定すればよろしいでしょうか。 

 

回答   その理解でよろしいです。１回あたり３名程度の外部委員の出席を予定し 

ております。 

 

 

６．質疑項目 仕様書 ３頁 

質疑内容 成果品は全てデータでの納品でよろしいでしょうか。 

 

回答   よろしいです。 

 

 

７．質疑項目 仕様書 ４.業務内容（２）本市の教育の現状及び課題の分析 

質疑内容 ①就学前施設を対象とするアンケート、及び②小中学校 cの学校運営協議 

会でのアンケートに関しまして、Webアンケートとなるのか、紙でのアンケ 

ートとなるのかどちらでしょうか。 

 

  回答   質疑３のとおりです。 

 

 

８.質疑項目   仕様書 ４.業務内容（２）本市の教育の現状及び課題の分析 

 質疑内容  ②小中学校 aの保護者に対するアンケート、及び cの学校運営協議会への 

アンケートはどのように配布される想定でしょうか。 

 

  回答    保護者へのアンケートは、手紙の配布及びＱＲコードを 

利用した WEB アンケート等（例 Google フォーム等）での調査を想定して 

おります。 

学校運営協議会へのアンケート送付方法については、質疑３のとおりです。 



 

 

９. 質疑項目   仕様書 ４.業務内容（２）本市の教育の現状及び課題の分析 

 質疑内容   ①就学前施設、②小中学校 a～cの各アンケートの対象数をお教えくださ 

      い。 

 

回答     ①就学前施設の対象数は、市立が約 100名です。私立も対象としますが、現 

時点で把握はできておりません。 

②小中学校の対象数は、aが約１万 2000名、bが約 400名、cが約 70名と 

なっております。 


